
1. 概     況

1.  総  括  事  項

（１） 患  者  数

今年度の延利用者数は、
入　　　院 42,900人 （1日平均　117.5人）

外　　　来 58,169人 （1日平均　240.4人）
健診・人間ドック等 6,608人
予防接種 4,995人

医療福祉相談 2,535人

（２） 収益的収支

収  入 円
円
円
円 に対し

支  出 円
円
円
円 を要し

差し引き　11,037,989円の純利益が生じました。
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医 業 収 益 2,620,558,070
医 業 外 収 益 318,934,782
特 別 利 益 15,801

特 別 損 失 2,139,987
計 2,928,470,664

計 2,939,508,653

医 業 費 用 2,824,849,439
医 業 外 費 用 101,481,238

の実績となりました。この利用者数を前年度と比較しますと、入院は1,009人（2.4％）の増加、
外来は3,025人（5.5％）の増加、健診・人間ドック等は23人（0.3％）の増加、予防接種は835人
（20.1％）の増加、医療福祉相談は77人（△0.2％）の減少となりました。

前年度と比較いたしますと、収益では、入院収益は62,863千円（4.2％）の増収、外来収益
は101,376千円（16.7％）の増収となり、医業外収益は57,099千円（15.2％）の減収となりまし
た。

一方費用では、医業費用が102,710千円（3.8％）の増加、医業外費用は17,854千円
（21.3％）の増加、特別損失は1,336千円（38.4％）の減少となりました。

これにより病院事業収益は、前年度より128,692千円の増加、病院事業費用については
119,228千円の増加となりました。

今年度は、新型コロナウイルス感染症を含む発熱患者への対応や軽症から中等症の救急
患者の積極的な受け入れ、内科及び小児科常勤医の招聘、整形外科の診療日拡大、新た
に白内障手術の開始など地域に必要とされる外来診療体制を整えたことから、外来について
は患者数、収益ともに増加となりました。

入院については、拡充した地域包括ケア病棟の効果的な運営を図るため、地域医療連携
センターを立ち上げて医療機関や介護施設との連携を強化したことにより、病床利用率が前
年度比で約2%上昇しました。

また、電子カルテの導入により診療・健康診断・在宅サービスの情報を一元管理し、多職種
で共有することで今まで以上にきめ細かな診療が提供できると同時に、患者サービスの向上
を図ることができました。

このような状況を受け、令和3年度の病院事業決算は、当年度損益として11,038千円の純
利益、経常収支についても13,162千円の利益が生じました。特に、医業収益の根幹をなす
入院・外来収益は前年度比で164,239千円(7.8％)と大幅な増収になりました。

病床機能の転換から3年目を迎えて、この間新型コロナウイルス感染症の影響があったもの
の、安定的な経営基盤が着実に構築されつつあります。



（３） 資本的収支

　収  入 円

円

円

円

　支  出 円

円

円

2．経営指標に関する事項

〈経営指標の推移〉

経常収支比率

修正医業収支比率

病床利用率

※ 修正医業収支比率 ＝ （医業収益－他会計負担金）／（医業費用）×100

81.1％

77.5％

100.1％

H30 R3

100.4％

85.6％

73.0％71.3％

82.5％

100.2％

R2

国 庫 補 助 金

建 設 改 良 費

85.4％

83.8％

102.1％

75.9％

他 会 計 補 助 金 38,484,000
企 業 債 286,700,000

計 327,040,000

1,856,000

289,638,740
企 業 債 償 還 金 66,551,490

計 356,190,230

H29

83.6％

100.3％

Ｒ1

今年度も企業債を活用した建設改良事業を実施いたしました。医療機器整備事業として、病
院情報システム、ＰＡＣＳリニューアル及びＲＩＳシステム（放射線科画像管理機器）、生理検
査システムなどを整備しました。また、改良工事として病棟を中心にエアコン空調設備（ＧＨＰ）
改修工事などを実施いたしました。

令和3年度決算における経営成績について、経営の健全化を示す経常収支比率は、入院・外来
患者数の増加に伴う医業収益の増収などにより前年度比0.2ポイント増の100.4％となり、健全経営
の水準とされる100.0％を上回っています。

病院の経営努力の状況を示す修正医業収支比率は、経常収支比率と同様に医業収益の増収
などにより前年度比3.1ポイント増の85.6％となり、医業費用に対する医業収益の割合が高くなって
います。

病床の有効活用の状況を示す病床利用率は、前年度比1.7ポイント増の73.0％となり、前年度よ
りも有効に病床活用されています。

今後とも、より一層の経営の健全化を図るとともに、近隣の医療機関と連携しながら地域に必要と
される医療の提供に努めます。
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３．議会議決事項

４．行政官庁認可事項

R4.3.31

R3.9.22

宮城県知事

宮城県知事
令和3年度病院事業・介護サービス事業の起債に係る
協議の同意（建設改良/病院・機械器具）

議決年月日提出年月日件　　　　　　　　　　　　　　　名

令和４年度塩竈市立病院事業会計予算

塩竈市立病院事業の設置等に関する条例の一部改正につ
いて

R4.2.15

R3.9.7

R3.5.25 厚生労働大臣

令和3年度地域医療介護総合確保事業（医療分）

令和3年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・
医療提供体制確保支援事業

R3.11.12 宮城県知事

宮城県新型コロナウイルス感染症対策事業医療提供
体制整備費補助金

R4.3.3

R4.3.3

R4.2.15

R3.9.27

宮城県（医療）
指令第470号

市町村第503号

宮城県（医人）
指令第106号

厚生労働省発
医政1027第1号

R4.2.15

R4.2.15

R4.3.31

R3.10.6

申請年月日 申請先 備　　　考

R4.1.11

R3.10.27

認可年月日件　　　　　　　　　　　　　　　名

議 案 第 23 号

議 案 第 32 号

認 定 第 3 号

議 案 第 10 号

議 案 番 号

令和３年度塩竈市立病院事業会計補正予算（第1号）

令和２年度塩竈市立病院事業会計決算の認定について


